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真
宗
禁
制
下
の
琉
球
に
お
い
て
、
ジ
ュ

リ
た
ち
門
徒
は
、
仲
尾
次
政
隆
や
備
瀬
知

恒
な
ど
在
家
の
指
導
者
の
説
教
を
聴
聞
し

た
り
、
本
尊
を
礼
拝
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
長
ら
く
信
仰
を
維
持
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
本
願
寺
派
遣
の

僧
侶
が
一
八
七
六
年
に
来
琉
し
、
備
瀬
等

と
同
様
に
布
教
の
拠
点
を
辻
に
置
き
ま

す
。
第
三
回
目
で
あ
る
今
回
は
、
布
教
僧

の
ひ
と
り
清
原
競
秀
が
記
し
た
『
日
々
琉

行
之
記
』
（
注
１
）
か
ら
、
ジ
ュ
リ
と
僧

侶
た
ち
の
日
々
の
真
宗
信
仰
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
す
。 

 

辻
を
布
教
の
場
と
し
た
僧
侶
た
ち
は
、

ま
ず
、
辻
の
ア
ン
マ
ー
や
婆
々
（
パ
ー

パ
ー
）
計
三
名
を
座
元
（
代
表
者
）
と
し

て
、
そ
の
家
に
本
尊
を
安
置
し
、
三
つ
の

講
を
結
成
し
ま
す
。
そ
し
て
三
講
を
含
む

辻
の
各
家
へ
積
極
的
に
訪
問
し
、
ジ
ュ
リ

た
ち
に
説
教
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

『
日
々
琉
行
之
記
』
に
は
例
え
ば
次
の
よ

う
に
あ
り
ま
す
。 

  
 

四
月
三
十
日
条 

 

 
 

上
リ
ノ
屋
雲
登
竜
（
辻
の
屋
号
）
に
行 

 

 
 

き
、
（
『
正
信
偈
』
を
講
じ
て
、
）
オ 

 

 
 

ト
ー
は
「
必
至
無
量
光
明
土
」
ま
で
、 

 

 
 

門
口
オ
ト
は
「
龍
樹
大
士
出
於
世
」
ま 

 

 
 

で
達
し
た
。 

 

り
ま
す
。 

  
 
(

前
略
） 

昨
廿
四
日
午
前
、
名
物
ノ 

 
 

 
 

牛
〔
六
十
二
才
女
第
一
ノ
信
者
ニ 

 
 

候
〕
・ 

海
江
田
某
〔
大
和
人
〕
ノ
宿 

 
 

ニ
参
リ
、
私
ヲ
呼
ニ
遣
シ
候
故
ヘ
、
例 

 
 

ノ
通
リ
御
消
息
幷
ニ
木
杯
等
ノ
恩
賜
ヲ 

 
 

演
説
仕
候
処
、 

感
涙
難
禁
有
様
（
後 

 

 
 

略
）
（
注
２
） 

  

し
か
し
、
一
八
七
七
年
一
〇
月
二
二

日
、
藩
庁
に
よ
る
拘
引
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
三
六
九
名
が
流
刑
や
罰
金
刑
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
う
ち
実
に

二
二
〇
名
以
上
が
ジ
ュ
リ
で
し
た
。 

 

以
上
、
紙
幅
の
都
合
上
、
触
れ
ら
れ
た

史
料
は
ご
く
一
部
で
し
た
が
、
三
回
の
連

載
を
通
し
て
、
近
世
琉
球
の
ジ
ュ
リ
た
ち

の
真
宗
信
仰
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し

た
。
真
宗
禁
制
下
、
ジ
ュ
リ
た
ち
琉
球
の

門
徒
は
、
西
本
願
寺
あ
る
い
は
東
本
願
寺

派
遣
の
僧
侶
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
信
仰
を
維
持
し
、
深
め
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

  

（
注
１
）
知
名
定
寛
・
福
島
栄
寿
・
長
谷
暢

「
《
史
料
紹
介
》
福
岡
県
小
郡
市
三
沢
光
明
寺

蔵 

清
原
競
秀
「
日
々
琉
行
之
記
」
」(

『
神
女

大
史
学
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
七) 

所
収
。
本

稿
で
は
現
代
語
訳
を
し
て
掲
載
す
る
。
（
）
内

は
筆
者
注
。 

（
注
２
）
福
島
栄
寿
・
知
名
定
寛
・
川
邉
雄

大
・
長
谷
暢
「
〈
翻
刻
〉
真
宗
大
谷
派
鹿
児
島

別
院
蔵 

明
治
十
一
年
三
月
整
頓 

琉
球
上
申

書
類
綴
込
」(

『
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
紀

要
』
第
三
七 

号
、
二
〇
二
〇)

、[

一
七
②] 

田

原
法
水
差
出
具
状
。
〔
〕
は
割
注
。 

 
 『

正
信
偈
』
は
偈
文
を
句
や
行
ご
と
に
区

切
っ
て
教
授
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の

ほ
か
「
白
骨
の
御
文
」
や
『
往
生
要
集
』

な
ど
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
僧
侶
の
来
琉
を
機
に
始
め
ら
れ

た
の
が
、
報
恩
講
や
彼
岸
、
年
末
年
始
の

勤
行
等
と
い
っ
た
仏
事
の
勤
修
で
し
た
。 

 
 

 

さ
ら
に
ジ
ュ
リ
た
ち
は
、
次
の
よ
う

に
、
身
内
の
供
養
を
僧
侶
へ
依
頼
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

  
 

二
月
二
一
日
条 

 
 

（
二
月
一
六
日
、
甚
吉
（
辻
の
屋
号
） 

 
 
 

 
 

ノ
オ
ト
が
母
の
死
去
に
伴
っ
て
勤
行
を 

 

 
 

依
頼
。
）
田
原
が
名
物
（
講
の
座
元 

 
 

宅
）
に
行
き
、
甚
吉
か
ら
の
依
頼
が 

 
 

あ
っ
た
の
で
読
経
。 

  
 

五
月
十
六
日
条 

 
 

午
後
、
馬
超
伊
保
（
辻
の
屋
号
）
の
亀 

 
 
 

 
 

と
鶴
が
「
二
本
八
十
八
一
升
」
（
布
施 

 

 
 

か
）
を
供
え
て
、
母
の
命
日
の
勤
行
を 

 
 

依
頼
。 

  

以
上
の
よ
う
に
、
真
宗
僧
と
の
直
接
的

な
関
わ
り
が
可
能
に
な
っ
た
ジ
ュ
リ
た
ち

で
し
た
が
、
わ
ず
か
一
年
程
で
琉
球
藩
庁

の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
僧
侶
と
門
徒
は

疎
遠
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
座
元
等

ジ
ュ
リ
た
ち
の
中
に
は
何
と
か
信
仰
を
保

持
し
よ
う
と
、
僧
侶
と
の
面
会
を
試
み
る

者
も
い
ま
し
た
。
『
琉
球
上
申
書
類
綴

込
』
と
い
う
史
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
僧

侶
の
説
教
を
聴
い
て
落
涙
す
る
様
子
が
あ

「
ジ
ュ
リ
の
真
宗
信
仰
」
③ 

  
 

 
 

 
 

琉
球
大
学
大
学
院
修
士
課
程 

源 

清
香

み
な
も
と 

さ
や
か 
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 この度の事件に対し、沖縄別院より抗議声明を出し

ました。ホームページにて英訳版も載せています。 

◎
沖
縄
は
今
！ 

  
米
兵
性
的
暴
行
抗
議
集
会 

  

七
月
四
日
米
兵
に
よ
る
複
数

の
性
的
暴
行
事
件
に
関
し
て

「
沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な

い
県
民
の
会
」
は
那
覇
市
の
県

民
広
場
で
「
人
権
と
命
に
つ
い

て
考
え
る
緊
急
抗
議
集
会
」
を

開
き
県
民
ら
約
六
百
人
が
参
加

し
た
。
事
件
を
公
表
し
な
か
っ

た
日
本
政
府
や
県
警
、
謝
罪
を

し
な
い
米
軍
に
怒
り
の
意
思
を

示
し
「
沖
縄
へ
の
不
条
理
を
許

さ
な
い
」
と
抗
議
し
米
軍
に
関

す
る
す
べ
て
の
事
件
・
事
故
を

隠
蔽
す
る
こ
と
な
く
公
表
す
る

よ
う
に
求
め
た
。 


